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♡今月の行事予定♡                            ☆５月生まれのおともだち☆ 

   ４日（火）    内科検診       Pm１２：３０～            かいりちゃん     （３歳）           

   ５日（水）    陶芸教室        Am10：00～              りと君         （４歳） 

   ８日（土）    保育士研修会    午前保育                はるき君        （６歳） 

   １１日（火）   交通安全教室    Am１０：００～             そら君         （６歳） 

   ２１日（金）    英語で遊ぼう    Aｍ１０：00～                 

   ２５日（火）    お誕生会       各クラスにて       

   ２７日（木）   避難訓練        時間不定          

          

                                                                                                                                                                             

～給食だより～ 

  雪虫も飛び始め、冬がそこまで来ていますね。 朝晩の寒さも厳しさを増してきました。季節の変わり目は体調 

を崩しやすいので、旬の食材を織り交ぜながら、しっかりと食事を摂り元気いっぱいに冬を迎えましょう。 

 11月 23日は勤労感謝の日 

11月 23日は【勤労感謝の日】として定められています。 

勤労感謝の日とは「働いている人に感謝する日」ではなく「仕事を大切にし、作ったものを国民みんなで喜び、

感謝し合いましょう。」という日なのです。 

「新嘗祭（にいなめさい）」という五穀豊穣を感謝する儀式が起源となっていて、元は収穫をお祝いするもので

した。 

五穀豊穣の意味  

    諸説ありますが、五穀は五種類の穀物のことで米・麦・粟（あわ）・豆・黍（きび）もしくは稗（ひえ）のことをさし、

転じて穀物の総称になっています。その五穀が豊かに実ることを言います。 

これを機会に食べ物について興味を持ってもらい、感謝の心を育ててみましょう。 

  募集記事 ～あおと君のお母さんです～ 

赤２組 青澄の母です。杉の子保育園には昨年度卒園した 

青澄の兄の時からお世話になっており、今年で７年目になります。 

青澄は首が座る前から兄のお迎えで保育園におじゃまさせてもら 

い、その頃から先生方や保育園のお友達やお母さん・お父さん方にたっぷりと可愛がってもらっていました。 

そのおかげもあり、入園して２年たち３歳になった今では、おしゃべりが得意で帰る時には毎度「バイビー！」 

と言う愛嬌のある子に育っています。毎日連絡ノートの可愛い写真を「みせて！」と一緒に見ながら、お友達や 

その日の活動のお話をしてくれ、多くのことを感じながら過ごしているんだなと嬉しく思っています。 

家ではお調子者で甘え上手でＴＨＥ次男の青澄ですが、保育園ではみんなの見本役として活躍しているそうで 

そのような機会を作ってくださる先生方に感謝しています。 

青澄に関わってくださる先生方、お友達、お友達のお母さん・お父さん方、いつもありがとうございます。 

   これからもたくさん助けていただくことがあると思いますが、青澄のことをよろしくお願いいたします。 



保育参加の様子です                              

  10月 21日（火）～23日（木）の日程で行われた保育参加には、 

お忙しい中たくさんの保護者の方にお越しいただき、本当にありがとうございました。 

 

    

                                                                                                           

                                           

       

             

 

 

 

 

 

 

 

子育てのポイント 

 「子育ては頼りながらするもの」 

   お父さん、お母さん…一人で頑張っていませんか？ 

    人に頼ることが苦手な私たち。 

   「人に迷惑をかけてはいけない」 「人に頼る＝弱い自分」 

   そんなことはありません。 

   昔から人は助け合って子育てをしてきました。 

   「子育ては頼りながらするもの」 

   もう一度この事を思い出し、たくさんのまわりの手を借りて、いろんな人との出会いを楽しみながら 

   子育てしませんか？ 

 

   9月に行われた運動会でのこと。父母席を見るとクラスのお父さん、お母さんがお互いに協力し合い 

   子どもを預かりながら競技に参加してくださっている姿に気づきました。 

   後日連絡ノートでそのことに触れると「子どもに手がかかるうちは、どんどんまわりに頼るのが当たり前！ 

   その分、子どもに手がかからなくなった時、次はあなたが小さい子のいる母親を助ければいいの！」と 

   職場の方に言われたそうです。本当にその通りだと思いました。そして、それを行動に移せるお母さん 

   とても素敵ですよね。 

   「子どもが育つ環境」として、ご家庭と保育園と社会が繋がる。 

   みんなで子育てしていけたらいいですね。 


